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　　市　の　人　口

（平成８年９月１日現在）

　65,140世帯（前月比５世帯増）

　185,985人（前月比29人減）

　　91.646人

　　94, 339人
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進
む
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

文
化
セ
ン
タ
ー
に

~“゛ l 一 一

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

卜
さ
っ
そ
く
利
用
し
た
お
年
寄
り
た
ち

7
年
度

　
長
ら
く
設
置
が
待
た
れ
て
い

た
文
化
セ
ン
タ
ー
の
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
が
完
成
。
九
月
十
五
日

脚
、
敬
老
会
に
先
立
ち
、
始
動

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
国
や
府
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
「
障
害

者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
」
の
一
環
と

し
て
総
事
業
費
四
千
六
百
九
十

六
万
八
千
円
を
掛
け
施
工
し
た

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
三

十
四
段
の
階
段
牽
よ
り
下
町
乙
、

一
階
ロ
ビ
ー
と
大
ホ
ー
ル
入
り

口
を
行
き
来
し
て
い
た
足
腰
の

弱
い
お
年
寄
り
な
ど
の
文
化
セ

ン
タ
ー
利
用
が
大
変
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は
大
ホ
ー
ル
で
催
し
が
あ
る
と

き
に
は
、
開
演
時
間
に
は
上
り
、

「
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動
の
現
況
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
ま
る

　
市
教
育
委
員
会
は
こ
の
程
、

平
成
七
年
度
「
児
童
・
生
徒
の

問
題
行
動
の
現
況
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
小
中

学
生
の
反
社
会
的
問
題
行
動
や

登
校
拒
否
の
現
状
と
考
察
、
そ

れ
ら
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
一
冊
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

〈
反
社
会
的
問
題
行
動
〉

　
法
律
や
社
会
的
規
範
に
反
す

る
反
社
会
的
問
題
行
動
の
発
生

件
数
に
つ
い
て
、
小
学
校
で
は

百
八
十
六
件
と
前
年
比
八
％
増
、

中
学
校
で
は
六
百
十
五
件
と
前

年
比
二
〇
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
学
校
で
の
発
生
件
数

は
平
成
三
年
度
か
ら
多
少
の
増

減
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
る
の
に
対
し
、
小
学
校
で

は
平
成
四
年
か
ら
毎
年
増
加
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
増
加
率
以
上
に
問
題

行
動
の
低
年
齢
化
か
進
ん
で
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
事
象
別
に
見
る
と
、
小
学
校

で
は
万
引
き
や
火
遊
び
、
中
学

校
で
は
万
引
き
や
無
断
外
泊
・

家
出
の
増
加
が
顕
著
で
す
。

〈
登
校
拒
否
〉

　
全
国
傾
向
と
同
じ
く
、
小
・

中
学
校
と
も
年
間
三
十
日
以
上

欠
席
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
は

過
去
最
高
で
し
た
。
し
か
し
、

学
校
で
の
取
り
組
み
や
関
係
機

関
と
の
連
携
の
中
で
、
小
学
校

で
は
一
七
％
、
中
学
校
で
は
二

九
％
の
児
童
生
徒
が
年
度
内
に

登
校
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
◆
　
　
◆

終
演
時
間
に
は
下
り
と
切
り
換

え
運
転
。
ま
た
車
椅
子
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
敬
老
会
に
訪
れ
た
お
年
寄

り
は
、
便
利
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
長
寿
社
会
に
対
応

し
た
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

市
民
生
活
」
を
基
本
政
策
の
一

つ
と
し
て
お
り
、
今
後
も
「
障

害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

▲池本市長らかスイッチオン

　
こ
う
し
た
問
題
は
学
校
だ
け

で
な
く
、
家
庭
や
地
域
社
会
、

関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
の
役
割
を
認
識
し
た
う
え
で

一
体
と
な
っ
て
解
決
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
教

亘応
指
導
教
室
「
召
ふ
れ
あ
い

教
室
」
を
開
設
す
る
な
ど
、
こ

う
し
た
問
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
民
、
関
係
者

の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
小
中
学
生
の
家
庭
・
学
校
教

育
問
題
の
相
談
、
こ
の
冊
子
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
青

少
年
課
ｉ
＆
2
2
・
5
1
6
2
）

へ
。

歴史資料館特別展
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興聖寺と萬福寺

それぞれの宗派は曹洞宗、黄壁宗と異なり、今日までの

営みも大きな違いがあります。けれども二つの寺院はと

もに江戸時代の始めに新たに建立され、江戸幕府の庇護

はもとより、朝廷からも強い関心か寄せられました。ま

た萬福寺開祖の中国僧・隠元の在世中には両寺の間に親

ごに註記靉順順靉゛

治と禅の、いわぱ出会いの時期を振り返ります。
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ト
隠
元
隆
埼
画
像
（
萬
福
寺
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す

Ｉ

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

675

隠元渡来

記念講

演会
近世宇治の宗教的
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こ
の
た
び
公
職
選
挙
法
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
・
こ
れ
に

よ
り
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制

度
が
今
ま
で
の
候
補
者
個
人
中

心
の
も
の
か
ら
、
政
策
や
政
党

本
位
の
選
挙
制
度
に
改
め
ら
れ

ご小
内
乙・

・
・
Ｘ

る
と
共
に
、
選
挙
の
腐
敗
行
為

防
止
の
た
め
、
選
挙
違
反
に
対

す
る
制
裁
（
連
座
制
）
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
改
正
公
職
選
挙
法
の
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理
委
員
一
会
（
昔
内
線
2
5
8
0
）
へ
。

　
衆
議
院
議
員
の
定
数
は
五
百

十
一
人
か
ら
五
百
人
に
な
り
ま

Ｉ

挙

し
た
。
選
挙
制
度
も
中
選
挙
区

制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並

立
制
に
変
わ
り
、
小
選
挙
区
選

挙
と
比
例
代
表
選
挙
の
二
本
立

て
で
議
員
を
選
び
ま
す
。

　
小
選
挙
区
選
挙
は
定
数
が
三

百
人
で
、
二
選
挙
区
か
ら
一
人

の
議
員
を
選
出
。
京
都
府
は
六

選
挙
区
に
分
か
れ
、
宇
治
市
は

第
六
区
選
挙
区
に
属
し
ま
す
。

選
挙
人
は
投
票
用
紙
に
候
補
者

名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
は
定
数
が
二

百
人
。
全
国
十
一
の
選
挙
区

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
分
か
れ
、
一

選
挙
区
の
中
で
各
政
党
の
得
票

数
に
応
じ
て
議
員
が
選
ば
れ
ま

す
。
京
都
府
は
近
畿
選
挙
区
と

な
り
三
十
三
人
の
議
員
岑
選
出
。

選
挙
人
は
投
票
用
紙
に
政
党
名

を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
ま
た
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の

運
動
期
間
が
十
四
日
間
か
ら
十

二
日
間
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
の
届
け
出

　
小
選
挙
区
選
挙
の

　
立
候
補

　
小
選
挙
区
選
挙
の
立
候
補
届

け
出
は
、
従
来
ど
お
り
個
人
が

届
け
る
も
の
と
、
政
党
が
立
候

補
者
を
届
け
る
も
の
と
が
あ
り

ま
す
。
候
補
者
の
届
け
出
が
で

き
る
の
は
次
の
い
ず
れ
か
の
政

党
や
政
治
団
体
で
す
。
①
国
会

議
員
が
五
人
以
上
い
る
こ
と

②
直
近
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

か
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、

全
国
で
の
得
票
率
が
二
％
以
上

で
あ
る
こ
と

　
比
例
代
表
選
挙
の

　
名
簿
届
け
出

　
名
簿
を
届
け
出
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
次
の
い
ず
れ
か
の
政

党
や
政
治
団
体
で
す
。
前
記
の

①
、
②
ま
た
は
③
名
簿
登
載
者

来
木
由
者
話
境
締

由
　
・
ヽ
薦
電
環
　
○
　
○

・
中
徴
推
・
し
へ
す

い
集
特
　
ヽ
名
封
ｊ
で

し
募
　
ヽ
要
氏
同
5
2
印

珍
を
所
概
・
を
2
2
日

・
木
場
の
所
真
線
3
1

い
の
在
そ
住
写
内
月

き
ど
所
ば
の
き
容
1
0

数
が
そ
の
選
挙
区
に
お
け
る
定

数
の
二
割
以
上
で
あ
る
こ
と

　
ま
た
、
名
簿
に
は
当
選
す
る

順
位
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
重
複
立
候
補

　
小
選
挙
区
選
挙
で
候
補
者
の

届
け
出
が
で
き
る
政
党
や
政
治

団
体
は
、
小
選
挙
区
選
挙
の
候

補
者
を
同
時
に
行
わ
れ
る
比
例

当
　
選
　
人 代

表
選
挙
（
そ
の
小
選
挙
区
を

含
む
選
挙
区
の
だ
例
代
表
選
挙
）

の
名
簿
登
載
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
重
複
立
候

補
と
い
い
ま
す
。
こ
の
場
合
も

名
簿
に
は
当
選
す
る
順
位
を
付

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

重
複
立
候
補
者
に
つ
い
て
は
、

全
員
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人
の

順
位
を
同
じ
順
位
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
小
選
挙
区
選
挙
で
は
、
得
票

数
が
最
も
多
く
、
有
効
投
票
の

六
分
の
一
以
上
を
得
た
候
補
者

が
当
選
人
と
な
り
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
選
挙

区
ご
と
に
各
政
党
の
得
票
数
に

応
じ
て
当
選
人
が
配
分
さ
れ
、

各
政
党
ご
と
に
そ
の
名
簿
の
当

選
順
位
に
従
い
当
選
人
が
決
ま

り
ま
す
。

　
連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立

候
補
予
定
者
と
一
定
の
関
係
に

あ
る
人
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪

を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合

に
は
、
た
と
え
候
補
者
本
人
が

関
わ
っ
て
い
な
く
て
も
そ
の
候

補
者
の
選
挙
の
当
選
を
無
効
と

す
る
と
共
に
、
立
候
補
を
制
限

す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
連
座
制
が
強
化
さ
れ
、

女性のパワーがいっぱい　情報いっぱい　催し

物いっぱい

　
届
け
出
名
簿
で
同
一
順
位
と

さ
れ
た
重
複
立
候
補
者
の
当
選

は
、
小
選
挙
区
選
挙
の
惜
敗
率

（
最
多
得
票
者
の
得
票
数
に
対

す
る
得
票
数
の
割
合
）
の
高
い

順
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
重
複

立
候
補
者
が
小
選
挙
区
選
挙
で

当
選
し
た
場
合
に
は
名
簿
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み

な
し
ま
す
。

対
象
者
や
効
果
の
拡
大
（
当
選

無
効
に
加
え
、
五
年
間
同
じ
選

挙
で
同
一
の
選
挙
区
か
ら
立
候

補
で
き
な
い
）
な
ど
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
強
化
さ
れ
た
こ
の
連
座
制
は
、

衆
議
院
議
員
選
挙
だ
け
で
な
く

公
職
選
挙
法
に
基
づ
い
て
執
行

さ
れ
る
す
べ
て
の
選
挙
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

10月19日出午前９時45分～午後４時

　生涯学習センター・産業会館

第37回「法の日」週間

　
十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。
こ
れ
は
国
を
挙
げ
て
法
の

尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高

め
よ
う
と
制
定
さ
れ
た
も
の
。

毎
年
十
月
一
日
か
ら
の
一
週
間

を
「
法
の
日
」
週
間
と
定
め
、

様
々
な
行
事
が
行
な
鎗
笛
す
。

　
市
で
は
毎
月
第
一
木
曜
日
に

人
権
相
談
所
を
開
設
中
。
相
談

に
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

1
0
月
の
人
権
相
談

　
▼
日
時
…
1
0
月
３
日
脚
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
場
所
…

宇
治
公
民
館
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

広
報
課
市
民
相
談
係
（
昔
内
線

2
0
8
0
）
。
ま
た
、
こ
の
ほ
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田
　
口
　
原
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青
　
東
　
飯
　
井
　
金
　
柴
　
谷
　
藤
　
前

か
も
表
の
人
権
擁
護
委
員
の
自

宅
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
法
律
・
家
庭
・

人
権
相
談

　
京
都
弁
護
士
会
、
京
都
地
方

法
務
局
ほ
か
の
共
催
で
「
法
律

・
家
庭
・
人
権
相
談
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
○
1
0
月

１
日
㈹
＝
高
島
屋
京
都
店
７
階

　
○
２
日
㈲
＝
京
都
近
鉄
百
貨

店
３
階
　
○
1
4
日
卯
＝
大
丸
京

都
店
７
階
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
1
5
分
～
午
後
３
時
▼
問
い
合

わ
せ
…
京
都
地
方
裁
判
所
総
務

課
（
容
０
７
５
Ｓ
２
１
１
Ｓ
４

１
１
１
）
。

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

電
話
相
談
所
を
開
設

　
京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
い
じ
め
・
体
罰
・
登

校
拒
否
・
児
童
虐
待
な
ど
に
つ

い
て
、
子
ど
も
の
人
権
専
門
委

員
（
人
権
擁
護
委
員
）
が
電
話

に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
本
人
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

　
▼
日
時
・
・
・
９
月
2
4
日
向
～
2
7

日
面
、
午
後
１
時
～
ｔ
時
▼
相

談
電
話
番
号
…
2
1
・
ａ
。
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～27

な
お
、
普
段
は
、
毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
か
ら
ｔ
時
ま
で
は
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
が
、
そ

れ
以
外
の
平
日
は
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
５
時
ま
で
法
務
局
職

員
が
登
０
７
５
・
２
３
１
・
2

0
0
0
（
留
守
番
電
話
あ
り
）

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
…
京
都
地
方
法

務
局
宇
治
支
局
(
0
2
4
・
4
1

2
2
）
。
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きらきらかがやく　うじの女性

たち

～今、昔　そしてこれから～
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福祉・年金

■母子家庭の母親半日人間

　　ドック

　[〉対象…母子家庭の母親か、国

民健康保険に加入している65歳未

満の寡婦[〉実施場所…京都第i赤

十字病院[＞受診時期…９年１月～

５月の平日の午前中E〉検査項目…

尿、血液、胸部レントゲン、胃腸

透視、心電図、内科、子宮がんE＞

定員…先着64人[〉費用…無料(た

だし精密検査は本人負担)回10

月18日出までに福祉総務課窓口へ

　回福祉総務課(a内線2307)。

■国民年金保険料免除申請

　第１号被保険者で、収入がなく

なったり減ったりして保険料を納

められなくなった人には、申請し

て承認されると保険料が免除され

る制度があります。ただし、免除

されるとその期間の年金額は、３

分の１の額で計算されます。なお、

その後経済的に余裕ができたとき

は、将来より多くの年金を受けら

れるように、10年前までさかのぼっ

て納めることができます。また、

学生は特別の免除基準があり

　
十
月
一
日
叫
か
ら
入
院
時
食

事
療
養
費
（
食
事
代
）
の
負
担

額
が
下
表
の
と
お
り
変
更
さ
れ

ま
す
（
い
ず
れ
も
日
額
）
。
問

い
合
わ
せ
は
、
宇
治
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
国
民
健
康
保

険
課
（
昔
内
線
2
2
6
5
）
、

そ
の
他
の
人
は
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
の
窓
口
へ
。
た
だ
し
、

老
人
保
健
医
療
の
受
給
者
は
健

康
医
療
課
（
容
内
線
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
-
）

へ
。

入
院
し
た
際
の
食
事
代
の

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す
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主催･電話予約
宇治市文化センター
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講座・教室

■城南勤労者福祉会館

　圃いずれも同会館(容46-0780)。

　〈ちぎり絵教室〉[＞とき-10月17

日~9年３月20日の第３木曜、午

前10時~正午。６回E＞定員…先着

20人[＞参加費…3000円(他に材料

費75O0円)。

　〈海外旅行のための英会話教室〉

に〉とき…10月18日～Q年３月28日

の金曜、午前10時～正午。 20回[＞

定員…先着25人[〉参加費…１万50

00円(他にテキスト代2500円)。

　〈料理教室〉[〉とき…10月20日(a)、

午後1時～4時r＞定員…先着24人

[〉参加費…150〔〕円(材料a)。

■城南地域職業訓練センター

　回いずれも同センター(登46-0

688)。

　〈ワープロ初級ワードW95版〉[〉

とき…10月19日~11月６日の水曜

午後６時半～９時、土曜午前９時

半～正午。６回[〉参加費…9000円。

　くパソコン表計算活用エクセルW

95版〉U＞とき…10月18日～11月15

日の火・金曜、午後6時半g時。

９回[〉参加費…１万3500円。

　くパソコン中級財務会計・給与計

算〉[＞とき…10月18日～11月15日

の火・金曜、午後６時半～９時。

９回C＞参加費…１万3500円。

　〈税務の実務〉[＞とき…10月５日

～12月14日の土曜、午前10時～午

後４時。 10回E〉参加費…２万1000

円。

■国際交流講座

　スリランカ・ヌワラエリヤ市と

の友好都市提携10周年を記念して

米消費拡大事業講演会

今女性が輝く時、家族の健康

づくりは主婦の愛情から

料理研究家　坂本　廣子さん

づ
く
り
に
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
き
よ

開催します。[＞とき…９月29日剛、

午後＼時半~4時半E〉ところ…生

涯学習センターE〉内容…日本スリ

ランカ友好センター所長・ネルソ

ンウイターナゲさんの講演｢スリ

ランカから見た日本｣、スリラン

カ舞踊鑑賞E〉参加費…無料　圃国

際親善協会事務局(市役所秘書課

内容内線2058)。

公民館・青少年センター

■宇治公民館(321-2804)

　〈知っておきたいマナー教室〉

人間関係を高めるため、現代の生

活に合うﾈi儀作法を学びます。[＞

とき…10月２日俐・４日出・フ日

(月)・９日伽・23日出・25日出・30

日出、11月１日出、午前10時～正

午E〉内容…祝事・葬儀・贈答・食

事のマナーE〉定員…先着30人C〉講

師…日本現代作法会・新家好子さ

ん[＞参加費…無料[1124日(火)から

電話か来館で。２歳以上の幼児の

保育あり。おやつ代500円必要。

催　し

　宇治茶まつり

10月６日(日)

　　午前９時～午後３時

興聖寺、府立宇治公園中の島

名水汲上の儀、茶祭式典、茶毘

塚供養、野点席、そぱ席、お茶

のみコンクール、炭山陶器・竹

製品即売　ほか

　固商工会議所a23-3101

　
家
族
が
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
す
に
は
、
毎
日

の
食
生
活
に
気
を
配
り
た

い
も
の
。
今
一
度
食
生
活

を
見
直
し
、
豊
か
で
楽
し

い
食
卓
を
作
る
き
っ
か
け

リサイクル情報センター通年開設中
Ｐ
ド
ト
ト
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パ
ッ
ク
旅
行
を
甲
し
込
ん
だ
。

　
パ
ッ
ク
旅
行
の
内

容
が
変
更
に

］
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光
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入
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…中学生以ご

円回市み

お知らせ

■自衛官募集

　[〉種目・５

衛大学校学1

生=

10月15E

で21歳未満6

月15日まで・

未満の女子

10月21日～1

師免許取{剽

II}＝10月２

取得者は3昿

込者は33歳丿

集事務所(2

管理部総務l

■下水道排水設備工事責任

　技術者認定試験

　[＞とき…1

京都府中小1

区西院]E〉5

月１日図~1

タ
’

大
な
と
れ
者
書
１
は

・
る
前
あ
有
を
課
り

い
あ
名
か
所
号
全
切

古
か
の
来
と
番
保
め

ｌ
ｌ
彙

■市民素人茶香服大会団体戦

　[〉とき…10月６日(日)、午後６時

半~I＞ところ…宇治公民館[＞参加

費…１チーム５人で1500円　[5]9

月30日側までに宇治市茶業青年会

・寺川さん(a21-2078)、小倉茶

業青年団・菊岡さん(S22-6161)、

東宇治茶業青年団・荒木さん(a

31-8228)へ。

ハーモニカコンサート

10月20日(日)午後６時開演

　文化センター大ホール

入場料前売り2000円当日2500円

出　演

　京都ハーモニカカルテット

　小林忠夫

　徳永延生

　クロードガーデン　ほか

共催･前売り券販売･問い合わせ

　関西ハーモニカ連盟飛田mi-E568

　宇1台市文化ｾﾝﾀｰ昔20-2111

■こども手づくり文化祭

　　展示・クラフト・茶席

　[〉とき…９月23日剛、午前10時

～午後4時＞ところ…中央公民館

C〉内容…夏休みの工作の展示、お

手玉・アームバンド・竹細工づく

り[〉参加費…無料　回文化観光課

(a内線2223)。

スポーツ

■アウトドア教室｢親子で

　楽しむネイチャーゲーム｣

　[＞とき…10月６日(日)、午前10時

～[＞ところ…炭山キャンプ場C〉内

容…いろいろなネイチャーゲーム

の紹介[〉定員…先着70人[〉参加費

　
平
成
八
年
事
業
所
・
企
業
統

計
調
査
が
十
月
一
日
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
総
務
庁

が
五
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
も

の
。
対
象
は
農
林
漁
業
を
除
く

す
べ
て
の
事
業
活
動
を
行
っ
て

い
る
事
業
所
で
、
営
利
・
非
営

利
を
問
い
ま
せ
ん
。
調
査
項
目

は
、
事
業
所
の
経
営
組
織
や
従

業
者
数
、
事
業
の
種
類
な
ど
で

す
。
　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
立
案
す
る
経
済
政

策
や
産
業
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
に
従
事
す
る
者
が
記
入
の
内

容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計

を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
統
計
法
に
よ
り
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
京
都
府
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
、
九
月
下
旬

か
ら
各
事
業
所
を
訪
問
し
調
査

票
を
配
布
、
十
月
上
旬
に
回
収

に
伺
い
ま
す
。
調
査
員
が
訪
問

し
た
際
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
企
画
課
（
容
内
線
2
0
8

3
）
へ
。

消費生活
相談室から

1
8
9
一

線内容内課工商

哨
余
　
｀
．
Ｓ
跳
｀
　
ｉ
　
娶
一
｀
　
讐
遥
　
一
畳

と
こ
ろ
が
出
発
の
五
日
前
に

な
っ
て
、
宿
泊
ホ
テ
ル
が
契

約
書
に
な
い
ホ
テ
ル
に
変
更

と
な
り
、
行
き
た
か
っ
た
観

光
地
に
も
行
け
な
い
と
連
絡

が
あ
っ
た
。
パ
ッ
ク
旅
行
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
仕
方
な
い
の
で
す
か
。
取

り
止
め
る
場
合
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
は
い
り
ま
す
か
。

　
　
　
旅
行
業
法
が
改
正
さ

　
Ａ

れ
ヽ
四
月
以
降
の
契

　
約
で
五
月
十
日
以
降
出
発
の

　
パ
ッ
ク
旅
行
か
ら
旅
程
保
証

　
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
廣
ば
、

寡
ｇ
延
　
１
｀
　
ｌ
’
羞
　
！
｀
ｕ
　
Ｉ
ｉ
　
ｌ

出
発
前
や
出
発
後
に
ホ
テ
ル
‘
。

や
観
光
地
の
変
更
な
ど
契
約
一

書
内
容
の
重
要
な
Ｒ
ｍ
か
あ
っ
Ｉ

た
場
合
、
一
定
の
免
責
事
由
‘

を
除
い
て
旅
行
代
金
の
一
定

割
合
の
変
更
補
償
金
が
旅
行

一

業
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
と
い
‘

う
も
の
。
こ
の
ケ
ー
ス
も
、
一

ホ
テ
ル
と
観
光
地
の
両
方
に

つ
い
て
補
償
金
が
支
払
わ
れ

Ｉ

ま
す
し
ヽ
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
ク

ー

が
下
が
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
｝

補
償
金
と
は
別
に
そ
の
差
額
‘

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
’

娶
星
め
に
す
｡
Ｋ
≫
合
｀
牛
ｔ
.

ン
セ
ル
料
は
不
要
で
す
・
　
　
一

市役所め電話番号は容22÷3141

所在地は〒61!宇治琵琶33 r-すコ

回は問い合わせ・回は申し込み。

申し込み方法の書いていないものは几=

直接会場へお越しください･。　　……?

ますので問い合わせを。　回国民

年金課(s内線2312)。

■宇治市奨学生第２次募集

　[〉対象…次の要件をすべて満た

す人　①本人と保護者が宇治市に

引き続き３年以上在住しているこ

と(学校が遠隔地にあるため本人

が市外に下宿などをしている場合

は可)②学費の支出が困難なこ

と　③他の奨学金を受けていない

こと[＞募集人数…若干名[〉貸与月

II‥公立高校＝8700円、私立高校

= 1万6000円、国公立大学＝1万

7000円、私立大学= 2万2000円、

高専＝1万1000円　匝PiT定の願書、

学校長の推薦調書、成績証明書、

在学証明書を９月24日(火)～10月４

日出に福祉総務課(a内線2307)へ。

■児童手当の手続き忘れずに

　児童手当は3歳未満の児童を養

育している人の申請に基づいて支

給され(所得の制限があります)、

申請のあった日の翌月から対象に

なります。なお、月末に転入また

は児童が出生した場合、その日の

翌日から15日以内に申請すると対

象月について特例があります。[団
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の
坂
本
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子
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を
お
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き
し
、
講
演
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を
開
催
し

ま
す
。
入
場
は
無
料
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
一
日
ま

で
は
清
掃
週
間
で
す
。
こ
れ
を
機
会

に
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
の
ご

み
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

　
ご
み
を
出
す
。
い
つ
も
は
何

気
な
く
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
ふ
と
見
直
し
て
み
る
と
そ

の
あ
な
た
の
行
動
が
大
き
な
世

界
に
つ
な
か
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
ご
み
は
自
然
に
発
生
す
る
の

で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
の

中
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
社

会
の
発
展
に
伴
い
、
大
量
生
産

さ
れ
た
も
の
が
安
く
手
に
は
い

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
ご
み
も
大
番
一
に
出
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

コンポストなど

　　　(生ごみたい肥化容器)

購入費用の一部を補助

　
市
で
は
生
ご
み
を
た
い
肥
化

す
る
容
器
の
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
大
型
の

コ
ン
ポ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
発

酵
を
促
進
す
る
Ｅ
Ｍ
ポ
カ
シ
が

　
ご
み
を
集
め
た
り
、
埋
め
た

り
、
燃
や
し
た
り
す
る
費
用
は

市
民
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
あ
な
た
の
出

す
ご
み
は
市
民
全
体
に
か
か
わ

る
問
題
で
す
。
ま
た
、
地
球
の

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
と

い
う
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は

世
界
的
な
問
題
で
も
あ
る
の
で

す
。

ご
み
処
理
費
用
一
人
1
万
2
5
0
0
円

　
宇
治
市
で
の
ご
み
処
理
費
用

は
平
成
七
年
度
で
総
額
約
二
十

三
億
一
千
万
円
、
市
民
一
人
当

た
り
で
は
約
一
万
二
千
五
百
円

に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
費
用
を

少
し
で
も
少
な
く
す
る
た
め
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す
る

た
め
に
は
市
民
一
人
一
人
の
心

掛
け
が
大
切
で
す
。
無
駄
な
も

使
え
る
小
型
の
容
器
も
対
象
で

す
。
ご
み
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

家
庭
菜
園
な
ど
に
使
え
る
自
然

の
肥
料
も
作
れ
る
た
い
肥
化
容

器
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
▽
対
象
と
な
る
容
器
・
：
容
量

が
1
8
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
、
生
ご

み
の
減
量
が
可
能
な
も
の

　
▽
対
象
者
…
市
内
在
住
で
、

で
き
た
た
い
肥
を
有
効
に
利
用

で
き
る
家
庭
の
世
帯
主

の
を
買
わ
な
い
、
も
の
を
大
切

に
使
う
、
友
人
な
ど
と
譲
り
あ

う
、
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
、
コ
ン
ポ

ス
ト
で
生
ご
み
を
た
い
肥
に
す

る
な
ど
、
私
た
ち
ひ
と
り
一
人

が
ち
ょ
つ
と
し
た
工
夫
を
し
て

ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
▽
補
助
金
額
・
：
容
器
購
入
金

額
の
２
分
の
１
以
内
で
１
基
に

つ
き
4
0
0
0
円
が
限
度
。
１

家
庭
２
基
ま
で

　
▽
申
請
方
法
・
：
環
境
事
業
所

に
あ
る
用
紙
に
、
購
入
代
金
の

領
収
書
（
購
入
者
の
氏
名
、
容

器
の
容
量
が
明
記
さ
れ
て
い
る

も
の
）
を
添
え
て
、
印
鑑
持
参

で
環
境
事
業
所
窓
口
へ
。
書
類

確
認
の
後
、
後
日
、
補
助
金
を

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　問い合わせの多い質問の

いくつかを紹介します。こんなときにはどうすれば?

　
家
庭
で
使
っ
て
い
る
様
々
な
製
品

に
は
電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
。
電
池

は
そ
の
ま
ま
埋
め
立
て
る
と
有
害
で

す
が
、
中
身
は
価
値
の
高
い
希
少
金

属
の
宝
庫
で
す
。
市
で
は
筒
型
乾
電

池
に
つ
い
て
は
分
別
収
集
し
、
専
門

の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
送
っ
て
い
ま

　
草
や
木
が
良
く
茂
る
時
期
に
は
雑

草
な
ど
の
ご
み
が
ま
と
め
て
大
量
で

よ
く
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
収
集

す
る
と
普
段
の
ご
み
が
ハ
ッ
カ
ー
車

　
市
で
は
効
率
よ
く
ご
み
を
収
集
す

る
た
め
、
燃
え
る
ご
み
は
ご
み
袋
に

入
れ
て
定
点
に
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
猫
や
ガ
ラ
ス
な
ど
が
こ
れ

ら
を
散
ら
か
す
の
は
、
ご
み
を
出
し

て
か
ら
収
集
す
る
ま
で
の
時
間
で
、

す
。
電
池
を
出
す
と
き
に
は
、
燃
え

る
ご
み
の
日
に
、
通
常
の
ご
み
と
分

け
て
、
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

に
積
め
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
生

ご
み
な
ど
の
通
常
の
ご
み
を
優
先
し

て
、
大
量
の
雑
草
な
ど
は
別
途
収
集

し
ま
す
。
木
切
れ
や
雑
草
な
ど
は
少

量
ず
つ
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
大
量
（
概
ね
ご

み
袋
四
～
五
袋
）
に
出
綸
言
に
は
、

臨
時
ご
み
と
し
て
有
料
で
収
集
し
ま

す
の
で
環
境
事
業
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

特
に
夜
や
明
け
方
、
人
が
い
な
い
時

で
す
。
そ
の
た
め
ご
み
は
収
集
日
当

日
の
、
午
前
の
収
集
な
ら
午
前
九
時

ま
で
に
、
午
後
の
収
集
な
ら
午
後
一

時
ま
で
に
必
ず
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
前
日
に
は
決
し
て
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
や
町
内
谷
な
ど
で
は
、

定
点
に
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
囲
い

を
作
る
な
ど
、
独
自
の
工
夫
を
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

問い合わせ

環境事業所は?回覧。。

　
知
ら
な
い
間
に
自
分
の
土
地
に
物

が
捨
て
ら
れ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
法
律
上
で
は
土
地
の
所
有
者
が

処
理
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
捨
て
た
人
が
分
か
れ
ば
費

用
の
弁
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
環
境
事
業
所
の
仕
事
は
原
則
と
し

て
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
収
集

を
す
る
こ
と
で
す
。

　
引
っ
越
し
や
整
理
で
、
家
具
や
大

型
電
気
製
品
を
出
さ
れ
る
場
合
、
市

で
は
臨
時
ご
み
と
し
て
有
料
で
個
別

収
集
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

場
合
、
家
の
中
に
ま
で
入
っ
て
の
収

集
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
た
も
の
を
収
集
す
る
の
で
、

　
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
は
何
で
も

ご
み
と
い
う
わ
け
で
は
あ
旦
”
せ
ん
。

ご
み
と
し
て
処
理
で
き
な
い
も
の
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
の
業
務
は
家
庭
か
ら
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
た
も
の
を
収
集
す
る
こ
と

が
原
則
で
す
。
不
法
投
棄
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
臨
時
的
な

対
応
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

十
分
な
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
た
と
え
自
分
が
所
有
し
て

い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
バ
イ
ク
や

タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
は
市
と

し
て
処
分
で
き
ま
せ
ん
。
販
売
店
な

ど
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
公
園
や
、
河
川
、
道

路
な
ど
か
ら
ご
み
が
出
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
、
あ
る
い
は
所

有
者
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宇
治
市
の
公
園
で
あ
れ
ば
公
園
緑
地

課
、
京
都
府
の
公
園
な
ら
府
の
土
木

事
務
所
に
お
問
い
ふ
易
せ
く
だ
さ
い
。

清
掃
車
を
横
付
け
し
て
収
集
で
き
る

よ
う
、
玄
関
先
な
ど
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
臨
時
収
集
は
十
日
ぐ

ら
い
前
ま
で
に
環
境
事
業
所
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
、
薬
品
な
ど
の

危
険
物
や
ペ
ン
キ
は
、
ご
み
に
出
さ

ず
に
購
入
先
や
取
扱
店
な
ど
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
携
帯
ガ
ス
コ
ン
ロ
用
の
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
化
粧
品
な
ど
の
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
そ
の
ま
ま
出
す
と
大

変
危
険
で
す
。
こ
れ
ら
は
穴
を
開
け

て
ガ
ス
を
抜
け
ば
、
燃
え
な
い
ご
み

に
出
せ
ま
す
。
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もう一度見直そう　ごみ

草
や
枝
な
ど
の
ご
み
が

収
集
さ
れ
ず
に

残
っ
て
い
る
が
？
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は
清
掃
週
間

使
用
済
み
の
乾
電
池
は

ど
う
す
れ
ば
？

ご
み
が
カ
ラ

ス
や
猫
に
食

い
荒
ら
さ
れ

散
ら
か
る
が

？

部
屋
の
中
に
あ
る
タ
ン
ス

な
ど
を
ご
み
と
し
て
取
っ
て
欲
し
い

町
内
の
公
園
の
雑
草
を
刈
り
、

木
も
せ
ん
定
し
た
が

？ 畑
の
中
に
バ

イ
ク
が
捨
て

て
あ
る
が
?

い
ら
な
く
な
っ
た

灯
油
や
ペ
ン
キ
は
ど
う
す
れ
ば
？
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